





Simpliﬁed Accompaniment Styles for Simultaneously Singing and Playing the Piano:
An Analysis of Student Surveys
MUTO Junko, ONISHI Yumi, KITA Chie, KONO Noriko,
HORISAKI Mineko, YOSHII Atsuko and SAKAI Yasuko
Abstract :  This study explores technical difficulties experienced by college students while simultaneously 
singing and playing the piano （hereinafter SSPP）. In addition, it investigates simpliﬁed piano accompaniment 
styles that students can acquire in an effective way during piano lessons offered in the Department of Childhood 
Development and Education at Konan Women’s University. The number of freshmen who have no experience 
in playing the piano has been increasing year after year. Since SSPP is recognized as an indispensable activity 
in nursery schools and kindergartens, the performance of SSPP is frequently required during employment 
examinations for teachers. Based on the results of student surveys conducted during our course “Instrumental 
Performance and Singing II,” which was offered in the spring semester of 2018, we propose practical and useful 
simpliﬁed accompaniment styles that can be used to train students. This training can have an immediate effect in 
nursery schools and kindergartens.
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教諭の養成を目的とし，それぞれ 1 年次後期，2 年次
前期，3 年次前期の半期（各 15 回）ずつで構成される。
各回 90 分の授業の内訳は，ピアノ指導を 3-4 人のグルー
プレッスンで 45 分（1 人当たり 10 分から 15 分程度），
伴奏のためのコード理論や変奏のための基礎，歌唱な
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「木下 2015」ではコード伴奏の導入結果を分析してい
るが，学生に提示したコード伴奏は① - 単音（リズム無





は，「木下 2015」と同様に単音から 2 音，3 音と伴奏
音を増やしていくが，次には右手で 3 音，左手でベー

















学生が 1 週間に 30 分という短時間でどのレベルまで
習得することが出来るか，又、どの様な伴奏パター
ンに難しさを感じるかを明らかにするためのものであ
る。調査の対象は，器楽・声楽 II を履修中の学生 161
名（2 年生 156 名，3 年生 5 名）で，そのうち有効回
答は 153 名分であった。アンケートは，2018 年 5 月
22 日の授業内で配布，同月 29 日の授業内で回収して
実施した。配布から回収までの期間は 1 週間である。










合計 30 分の練習時間という制限を定め，1 番のパター
ンから始めて何番のパターンまで達成出来たかを調査





大学入学までのピアノ経験：未経験・1 年未満・1 ～ 4 年・
5 ～ 10 年・10 年以上のどれか？　2．1 週間での弾き歌

































とした。3 番目は 3 音から成る三和音による伴奏で，I，
IV，V，V7 の和音（稀にセカンダリードミナントを含む）
109武藤純子　他：弾き歌いの指導における簡易伴奏の研究
に 4 分音符，又は，2 分音符の拍子に即したリズムを
用いた。和音の 3 音は，左手のポジション移動をなる









れる為，1 番から 5 番のパターンの配列は，1 番 - 単音
シンプル→ 2 番 - 単音アレンジ→ 3 番 - 和音（三和音）
シンプル→ 4 番 - 和音アレンジ→ 5 番 - 自由アレンジ
の順とした。つまり，1 番と 2 番は単音によるコード伴
奏，3 番と 4 番は三和音を基本としたコード伴奏，5 番
は自由にアレンジした簡易伴奏となる。1 番から 3 番




譜例 2　≪大きなくりの木の下で≫ 譜例 3　≪どんぐりころころ≫











始めたと考えられる。一方で，ピアノ経験 5 ～ 10 年
の学生は約 3 割，10 年以上の学生も約 1 割おり，合
わせて約 4 割の学生はピアノ経験がある程度豊富と見
られる。「衣川ほか 2017」による 2011 年～ 2015 年の
学生の鍵盤楽器の学習経験年数データでは，経験のな











について検討する。図 2 の 1 番上の段の「学生全体」
は，調査対象の学生全体が 1 週間 30 分の練習で伴奏






























者と 1 年未満の学生はどちらも，4 ～ 5 番まで達成でき
ているのは約半数だが，経験 1 ～ 4 年の学生となると





≪どんぐりころころ≫では，1 番～ 3 番までしか達成
できなかった学生は 1 割～ 2 割だけであり，大多数
の学生は 4 番～ 5 番まで進んでいるが，≪山の音楽

































































1番 2番 3番 4番 5番











































































する。≪どんぐりころころ≫の 1 番 - 単音シンプルで
は，この「1 番が一番弾きづらい」，「単音（伴奏）に
慣れていないので戸惑う」との回答があった。≪森の
くまさん≫の 1 番 - 単音シンプルでは「単音の伴奏は
弾きづらい」，3 番 - 和音シンプルでは「コードネーム
が書いていないのですぐに音符を読むのが難しい」と





の 1 番 - 単音シンプルでは，左手の単音伴奏にカタカ







































































































































49 図 6 を参照のこと。
2 「衣川ほか 2016」の頁 72 表 28 を参照のこと。また，頁
64 の図 10 に示されているように，採用試験の中の音楽
























「竹下 2017」，「坪能ほか 2016」，「仲嶺ほか 2016」，「鶴
巻 2012」，「宮脇ほか 2006」。
9 「木下 2015」の頁 75 表 1 を参照のこと。
10 「坪能ほか 2016」の頁 194-195 の Fig.1-5 を参照のこと。
11 「小西ほか 2016」の頁 120-130 を参照のこと。
12 『最新初等科音楽教育法』の頁 212-213 を参照のこと。
13 「衣川ほか 2017」の頁 52-53 の表 2-4 を参照のこと。
14 ≪どんぐりころころ≫の 3 小節目にはメロディーにシン
コペーションが含まれるが，歌の歌詞に沿ったリズムと
なっている為，問題なく弾けるようである。
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3 ～ 5 番 4 小節目でコードが変わるのが難しい
??????????
1 番 単音伴奏の音の変化に対応出来ない。特に 4 と 5 の指を使い分けるのが難しい
2 番
（単音の左手音符は）楽譜が読みづらい
リズムが 4 分音符から 8 分音符へと急に変わる時のメロディーとの合わせ方やテンポが難しい
単音伴奏のポジション変化に伴う指替えが難しい
3 番 和音が変わる時に素早くポジションを変えるのが難しい


























1 ～ 2 番 メロディーの 1 拍目で 8 分休符になるところを、伴奏と一緒に弾いてしまう
2 番 臨時記号が弾きづらい
3 番 コードネームが書いていないのですぐに音符を読むのが難しい
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